第４回　幼児教育検討部会会議要旨
Ⅰ．開催日時　　平成23年10月6日（木）　15時～17時

Ⅱ．場所　　　　名張市役所４階　４０２会議室

Ⅲ．出席者　　　子ども権利委員４名、オブザーバー５名、事務局２名
　　　　　　（欠席）子ども権利委員１名
Ⅳ．内容

１．部会長あいさつ
２．議事進行
・第３回部会の協議事項について

資料に基づき、事務局より説明。前回の会議議事録についての内容と、それの要旨をホームページに掲載することを確認していただく。
・幼児教育検討部会協議事項中間報告について
　　就学前教育・保育施設検討部会で一定の議論が終わったため、事務局よりその概要を報告。その後、当部会で今まで実施された協議と、今後の課題として挙がっている事項をまとめたものについて、議論いただく。
　
○　幼稚園・保育所での幼児教育の方向性については、今後研究会を立ち上げることにし、この検討会としての議論は一旦区切りをつける。
　
○　今後、共通カリキュラムの検討をする話になれば、幼稚園側でも働きかけの中心になるような組織が必要になる。幼稚園側も連絡組織を作り、保育所側の組織と連携を取っていく方向に進めていくことが望ましい。「交流保育」については、まず母体作りを行った上で、その中で話し合っていくこととする。
　
○　名張市教育研究所が行う保育に関する研修については、アドバイスだけでなく運営の部分について、保育担当も参加することが望ましいが、早急にというのではなく、教育委員会の「総合教育センター構想」を睨みながら、幼保足並みをそろえて参入するよう働きかけることが必要である。
○　名張市教育研究所が行っているプロジェクト研究については、保幼小の縦の連携について重きを置いて行っているものではないため、幼児教育固有の課題を追求していく場としては、うまく機能していない。保幼小との縦の連携については、私立幼稚園と保育所も含めてどこでどのようにしていくか、という課題と、現場の人間がそこにどのように関わって行けるかというシステム作りをどうして行くかの２点の課題があり、教育委員会との協議も必要となる。
○　特別保育に関する公私の役割分担や無認可保育所への関わりについては、次回の継続審議とする。
